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図１ 口永良部島 警戒が必要な範囲 

新岳火口から概ね２km の範囲（赤太線） 
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図２ 口永良部島 地震波形（野池山３観測点：南北動 10 月 27 日 21 時 00 分～22 時 00 分） 

27 日 21 時 33 分に新岳火口付近の浅いところを震源とする規模の大きな火山性地震が発生しました。 

２分 

80μm/s 

21 時 33 分の地震 

図３ 口永良部島 最大振幅時系列（野池山３観測点：南北動 2018 年１月～2019 年 10 月 27 日） 

27 日 21 時 33 分の火山性地震の最大振幅は 774μm/s でした（赤丸）。18 日にも規模の大きな地震が

発生しており（黄丸）、火山活動が高まった状態となっています。 

噴火によるデータ欠測期間 
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図４ 口永良部島 火山活動経過図（2002 年１月～2019 年 10 月 27 日） 

・新岳火口では、２月３日以降、噴火は観測されていません。

・東京大学大学院理学系研究科、京都大学防災研究所、屋久島町及び気象庁が実施した観測では、

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、23 日に 100 トンとやや多い状態で経過しています。

・火山性地震は少ない状態で経過していましたが、18 日には新岳の西側山麓のやや深い場所が震源

と推定される火山性地震が８回発生するなど、新岳火口付近の地震を含めると日回数は 18 回とな

り、火山性地震は一時的に多い状態となりました。

：火映 
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図５ 口永良部島 GNSS 連続観測による基線長変化（2010 年 10 月～2019 年 10 月 27 日） 

GNSS 連続観測では、島内の長い基線（③④）で 2016 年１月頃から続いていた緩やかな縮みの傾

向が、2018 年７月頃から停滞しています。 

これらの基線は図６の①～⑦に対応しています。 

基線の空白部分は欠測を示しています。 

2016 年１月以降のデータについては、解析方法を変更しています。 

（国）：国土地理院 

2011 年 10 月 23 日 

解析開始 

2011 年 10 月 23 日 

解析開始 

2018 年８月 30 日 

解析開始 

2018 年８月 30 日 

解析開始 
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図７ 口永良部島 観測点配置図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院、（京）：京都大学、（防）：防災科学技術研究所 

図中の灰色の観測点名は、噴火等により長期障害となっている観測点を示しています。 

図６ 口永良部島 GNSS 連続観測点と基線番号 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院 


